屋上庭園 



1 干 田國士 



( 一 同 は、 今更の 如く、 下 をの ぞいて 見る) 

三輪の 妻 こっから ぢゃ たまりません わね。 

並木の 妻 ほんと に …… 。 

並木 万引 をして 見つかつ たからと 云 ふんだ が、 こ 

れは 確に 一 条の 活路 だね。 

三輪の 妻 活路です つて …… 。 死ぬ のが 活路な の。 

三輪 さう さ。 しかし、 僕 はかう いふ 処へ 始めて 上 

つて 見た が、 なるほど、 これ は 一寸 変った 処 だね。 

並木 僕 は 此の頃、 街 を 歩いて ゐて も、 これと 云つ 

て 眼 を 楽しませる やうな ものに ぶっからない が、 此 



差 支 はありますまい。 

並木の 妻 (夫の 方 を 見ながら) でも …… 。 

並木 さう さな あ。 

三輪 い、 ぢ やない か、 君 …… 。 

並木の 妻 このな りぢ や、 あたくし …… 。 

三輪の 妻 あら、 あたくし を 御覧 遊ばせ …… 。 

三輪 着物なん かか まふ もんです か。 ぢゃ、 どこか 

気の 張らない 処へ御 案内し ますよ。 

並木 しかし、 僕達 はなんだ よ …… 。 

三輪 まあ、 まかしと きたまい。 (妻に 向 ひ) ぢゃ、 

お前 買 ひ 物が あるなら、 さっさと 済ませて 来ない か 



おれ はこ こで 並木 君と 大に談 じて るから …… 。 

三輪の 妻 (夫の 耳に 口 を 寄せて 何 か 云 ふ) 

三輪 さう さ、 あたり 前 さ。 

並木 (妻に) お前 も 何 か 見る つて 云って たぢ やな 

いか。 見て 来い よ。 

並木の 妻 (夫の 耳 もとで 何 か 囁く) 

並木 かま ふもん か、 そんな こと …… 。 

女 ども は 互に 顔 を 見合 ひ、 笑 ひながら 退場。 

三輪 なかなか 可愛らしい 細君 ぢ やない か。 



並木 先手を打 たれた か。 君の こそ、 逸物 だね。 ど 

こかで 見た， J とが あると 思 ふんだ が、 雑誌の 口絵 か 

な。 

三輪 そんな 代物 ぢ やない。 子供 はま だかい。 

並木 短兵急 だね。 不幸に して 二人目 だよ。 

三輪 目と は …… ？ 

並木 (にゃにゃ 笑って ゐる) 

三輪 あ、、 さう か、 気がつかなかった。 

並木 そんな こと はどうで もい、 が、 君 は、 いつま 

でも 若い ね。 幸福 かい。 

三輪 幸福で ない こと もない が、 さう いふ 君 は、 見 



や 君、 仕事って いふ 名のつ く 仕事 は、 向う から 逃げ 

て 行 くんだ。 

三輪 そんな こと も あるまい。 

ゃゝ 長い間。 

並木 (突然、 感慨め いた 口調で) 実際 此処 は 面白 

ぃ処 だよ。 あれ を 見た まへ 向う に 見える のが 帝 

国 ホテル だ。 僕 は、 あすこの 部屋に 一度 も 寝た こと 

はない。 しかし、 こ、 へ 上って、 あの 屋根 を 見下ろ 

すと、 帝国 ホテルが なんだ とい ふ 気になる。 あれ を 



からせが まれて ゐ るんだ が、 どうに もしゃう がない。 

だが、 女なん て 馬鹿な もの さ。 見る だけで い、 から、 

見と きませ うって 云 ふぢ やない か。 見る だけ 見 るん 

だね。 さう して、 此処へ 上 るんだ。 一重 帯の 話 は そ 

れっきり さ。 今年 もどう やら、 そいつ を 締めてみ な 

いうちに 夏が 過ぎさう だ。 しかし、 彼女 は、 朗らか 

な 顔 をして、 よその 女の 着物 かなん か 批評して るよ。 

三輪 い、 とこ だね。 

並木 何が い、 とこ だい。 (前の 方 を頤で 指し) あれ、 

誰 だか 知って るかい、 あの 夫婦連れ さ。 

三輪 知らない。 



三輪 立ち入つ たこと を 訊く やう だが、 今 ゐる処 は 

さきざき 見込みが あるの かい、 君の 仕事と して さ。 

並木 僕の 仕事って、 今ぢ や、 君、 食 ふこと が 仕事 

だよ。 それ 以外に 何もない よ。 

三輪 でも、 何 か 書い てること は 書いて るんだら う _ 

並木 もう 止めた よ。 誰も 読んで くれない ことが わ 

かって ゐ るのに、 こっこつ 下らない こと を 書いた つ 

て 始まらな いぢ やない か。 一時 は、 あれで も、 未来 

の 文豪 を 夢見た さ。 それに、 おだてる 奴なん かが ゐ 

たりして ね …… 。 変な もんだ よ、 君た ちに はわ かる 



ゐる もの を、 見る だけ 見て 来たと 云 ふやつ さ。 

三輪 それなら、 僕 だって 同じ だよ。 何 一 つ 仕事ら 

しい 仕事 はして やしない。 

並木 それと は、 また、 話が 違 ふよ。 しかし、 今ぢ 

やもう、 そんな こと を 侮んで なんか ゐ やしないよ。 

落ちつく ところへ 落ちつい たんだ からね。 云 は >、 

どん底 さ、 と 云 ひたいが、 自分 だけ は、 あべこべに 

高い 処にゐ るつ もりなん だ。 

三輪 …… 。 

並木 それが ね、 いやに 超然と 構へ てゐる わけ ぢゃ 

ない よ。 ただ、 割合に、 あくせく しないだ けの 覚悟 



人間が 変って るぞ。 変って るの はかま はない が、 な 

ん だって、 さう、 おれに、 見栄 を 張らな けれ やなら 

な いんだ。 貧乏 を 恥 かしがる 必要 もない が、 貧乏 を 

吹聴して、 独りで 力み 返る 必要が どこに ある。 貧乏 

を 自慢に する こと は、 近頃 流行す る やう だが、 黙つ 

てゐて も、 貧乏な ことぐ らゐ はわ かるよ。 

並木 (対 手の 顔 を 見上げる。 眼が 異様に 光る) 

三輪 侮辱され たと 思 ふの か。 おれ は 他人 を 侮辱し 

て 愉快になる 程、 まだ 快楽に 渴 ゑて は ゐな いよ。 云 

ふこと があるなら 云 つて 見ろ。 自然に 遠ざか つ て 行 

つたのに は、 何 か 理由 も ある だら うが、 おれの 方 は、 



少く とも、 最後まで、 変らない 友情 を 示した つもり 

だ。 

並木 おい、 そんなに 大きな 声 を 出すな。 

三輪 大きな 声 を 出す さ。 君に は、 おれの 心の 声が 

聞えない ぢ やない か。 

並木 聞え たよ。 

三輪 何が 聞え た。 ぢゃ、 今日、 おれたちと 一 緒に、 

夕飯 を 食 ふか。 

並木 食 ふよ。 (涙 を 溜めて ゐる) 

長い 沈黙。 



三輪 金 持 は 罪人 だとい ふ 君の 主張 は、 今でも 変る 

かたき 

まいが、 まさか、 昔の 友達 を 敵 扱 ひに する ほど、 突 

きつめ た 考へ方 をす る やうに な つてる んぢゃ ある ま 

い。 (間) それに、 おれなん か、 金 持の 部類に はいら 

ない よ。 

長い 沈黙。 

三輪 どうしたい、 そんなに 悄気ち や、 駄目 だよ。 

並木 悄気て やしないよ。 



三輪 悄気ても ゐ まいが、 元気が な いぢ やない か。 

さう さう、 からだの 方 は、 大丈夫な のか。 

並木 あ、、 その 方 は …… 。 

みぢ 

三輪 それや、 い、 ね。 その 点ぢ や、 おれの 方が 惨 

めだ。 相 変らず 寝てば かり ゐ るよ。 

並木 神経痛 か。 

三輪 それと、 例の …… 。 

並木 あ、 …… 。 まだいけ ない のか。 

三輪 益 M いけない よ。 

並木 そんな 風に は 見えない ぜ。 

三輪 それが いけな いんだ。 



間。 

並木 降りよう か。 

三輪 入れ違 ひになる と 厄介 だから、 もう 少し 待た 

う。 腰かける か。 (腰かけ を 探す) 

並木 ねえ、 君、 久し振りで 会って、 こんな こと 頼 

あっか ま 

むの は 厚顔し いやう だが、 都合が よかったら 二十 円 

ばか リ 貸して くれない か。 

三輪 ( 一 寸気ま づげに 相手の 顔 を 見る が、 すぐに 

瞜に手 を やって) あ、、 い、 とも。 それく らゐ なら 



あるよ。 (紙入れ を 出して、 紙幣 を 抜き出し、 並木に 

渡す) 

並木 ありがたう。 (その まゝ袂 にし まふ) 

重苦しい 沈黙。 

三輪 風が 無くなつ たね。 

並木 気を悪くし やしない かい。 

三輪 君 こそ、 そんな こと を 苦にして るん ぢ やない 

か。 僕 は 今日 君に 会った こと を よろこんで ゐ るんだ 

お 互に 昔 通り ものが 言へ るの は うれしい よ。 



並木 少し 興が さめ やしない か。 

三輪 そんな こと を 云 ふと 興が さめる よ。 

並木 さう かな あ。 やっぱり 僕 は 駄目 だね。 (抉 か 

ら さっきの 紙幣 を 取り出し) 君、 折角 だが、 返す よ。 

こんな ことしち やい かん、 どうも …… 。 

三輪 なに を 云って るんだ。 君の 方で 都合の い、 時 

返して くれ ゝ ばい ゝぢゃ ないか。 今日は 何 か 買物が 

あるんだ らう。 金が 少し 足り なくなつ たんだら う。 

さう いふ こと は 僕 だって あるよ。 運よく 友達に でも 

会ったら と 思 ふ ことがある。 さう いふ 時には、 な 

かく 会 はない もんだ。 処が、 君 は 運が よかった。 



た V、 それだけ ぢ やない か。 

並木 さう いふ 考へ は、 僕なん かに は 浮ばない。 

三輪 まあ、 い、 から 取つ ときたまへ。 急に ゐる金 

ぢ やない から、 急いで 返して 貰 はなく つても い、 よ。 

並木 (苦笑しながら) 実はね、 家内に 一 重 帯 を 買 

つて やらう と 思 ふんだ が …… 。 

三輪 (笑 ひながら) 君の 細君 は 果報者 だ。 僕 は 今 

少し 余分な 金が あるんだ が、 君達の 結婚 祝 ひとい ふ 

と 遅蒔き だから、 今日 旧交 を 温めた 記念に、 僕から 

君の 細君に 一 つ 贈物 を させて 貰 はう。 その代り、 今 

の 金で、 君から、 僕の 家内に 何 か 買って やってくれ。 



並木 御 厚意 は 有難い が、 それ ぢゃ、 なほ、 僕が つ 

らい。 余計な こと を 云って しまって、 どうも、 納ま 

りが つか なくなつ たが、 それだけ は赦 して くれ。 今 

日 は 全く 失敗した。 近頃 こんなに 苦しい 思 ひ をした 

こと はない よ。 人間 は 惰力で 活 きて ゐる もの だと は 

思って ゐ たの だが、 反抗 反抗で 活 きて ゐる 人間が、 

ぱ つたり 手応 へのない 処へ ぶっかる と、 かう まで 

ま ご 

間 誤つ くものと は 知らなかった。 さっきから 話した 

こと も、 あれ や、 つまり、 僕の 反抗 心が 云 はせ た噓 

八 百 だ。 そんな ことに も、 気がつかない 君ぢゃ ある 

お ほば ち 

まいが、 あんな 大鉢を 叩いて 置いて、 その ま.' 別れ 



にした まへ。 (金 を 受け取る) 

三輪の 妻と 並木の 妻と が 連れ立って 帰って 

来る。 

三輪の 妻 随分 かゝ つたで せう。 気に入った 柄が な 

いの。 奥 さまに も 見て 頂い たんだ けれど …… まるで 

好みが 違 ふの。 

並木 こいつ は 悪趣味です からね。 

三輪の 妻 い、 え、 さ うぢ や ございま せんの。 そら 

(夫の 方 を ちらと 見て) あたし は、 どっち かって 云へ 



ば、 粋 好みで せう、 自分で 云 ふの は 可笑しい けれど 

—— それに、 奥 さま は、 お 上品な お好みで いらつ し 

やる から …… 。 

並木の 妻 あら、 あたくし、 そんな、 お 上品なん て 



三輪 いや、 どうも さう らしい。 それで、 やめた の 

ゝヽ o 

力 レ 

三輪の 妻 兎に角、 きめたん です けれどね、 あなた 

のお 気に 召す かどう か …… 。 一度 見て 下さる とい、 

ん だけれ ど …… 。 い、 のよ。 わるかったら、 また 取 

リ換 へる わ、 うちで 見て …… ね。 それより、 御 一緒 



に、 一 重 帯 を 見た のよ。 こちらの 奥 さまが 御覧に な 

りたい つて おっしゃ つたから …… 。 よくお 似合に な 

るの があった の。 (並木の 妻に 向 ひ) あれ を どうし 

てお きめに ならな かったんで すの。 

三輪 お前み たいに、 独りでお きめに ならな いんだ 

よ。 

三輪の 妻 あら、 だって …… 。 

三輪 どら、 出掛けよう。 君達 は、 もう 用 はな いん 

だら う。 それ ぢ やと …… (妻に) 何処が い、 かね。 

並木 あ、 僕達 は、 ちょっと 寄る ところが あるから、 

今日は 失礼しょう。 (三輪の 妻に) 折角です が、 此の 



つぎに …… 。 

三輪の 妻 まあ、 そんな ことおつ しゃらずに …… 。 

およろ しいんで せう、 奥 さま …… 。 

並木 今、 思 ひ 出したん だ。 弱った な あ …… 。 ほん 

とに、 今日は 許して 下さい。 

三輪 それ ぢゃ 無理に お引止め しない 方が い、。 何 

れ そのうち …… 。 

並木の 妻 (黙って 会釈す る) 

三輪の 妻 でも、 残念です こと …… 。 それで はむ さ 

くるしい ところです けれど、 近々 に 是非 …… 。 あの、 

御 一 緒に です よ。 



並木の 妻 あの人 達、 随分 あるら しいの ねえ。 

並木 …… 。 

並木の 妻 素敵な 金紗を 買った わよ。 

並木 金紗 がなん だい。 

並木の 妻 始まった わね。 (間) どこへ 寄る の、 これ 

から …… 。 

並木 …… 。 

並木の 妻 一重 帯ね、 今、 ずっと 値が 下って るんだ 

けれど …… どうかで きない か 知ら …… 。 

並木 一重 帯なん か 締めてる 奴 は、 殆ど ゐな いぢ や 

ないか、 三輪の 細君 だって …… 。 



並木の 妻 さうよ、 鋁の 丸帯よ。 

並木 鋁の 丸帯が なんだい。 

並木の 妻 だから 欲しい つて 云 やしない わよ。 

並木 欲しい つて 云った つてい、 よ。 

並木の 妻 どうせ 買へ ないから でせ う。 

並木 馬鹿。 それ を 云 はずに は をら れ ない のか。 一 

口つ、 しめば、 一口 だけ 利 巧に 見え るんだ ぞ。 

並木の 妻 (あっけに 取られて 夫の 顔 を 見守る) 

並木 あ、 あ、 たまに こんな 処へ 出て 来る と 余計な 

奴に 会 ふわい。 

並木の 妻 余計な 奴って …… よさ さうな 方ぢ やない 



の。 でも、 あたした ちの ゐ ない 間に 何 かあつたん ぢ 

やない？ さう 云へば、 少し 変だった わよ、 挨拶の 

調子が …… 。 始めは、 もっと 打ち解けた 調子だった 

のに …… 。 

並木 そんな こと はない よ。 同じ こったよ。 (間) 今、 

何して るって 訊き やが つた。 

並木の 妻 なんて 云った の。 

並木 本屋に ゐ るって 云つ といた。 

並木の 妻 どこの 本屋 かって 訊き やしなかった？ 

並木 訊かない。 あいつ は、 そんな ことに 興味 はな 

いんだ。 しかし、 お前の こと は 訊いた ぜ。 



るのに …… 。 だから 食事 を 一緒にって 云 ふの も 断つ 

たの？ 

並木 さう さ。 (間) あいつに 金 を 借りて、 その 金で 

一 重 帯 を 買 はう か。 

並木の 妻 あなたに できる、 それが …… 。 

並木 できる さ、 しょうと 思へば …… 。 

並木の 妻 うそば つかし …… 。 

並木 どうして さ。 どうしてで きない？ 

並木の 妻 あなたに、 そんな ことまで させたくない 

わ、 いくらなん だって …… 。 

並木 (真顔で) する よ、 お前の 為め なら …… 。 



並木の 妻 (しんみり) さう 云って 下さる だけで 沢 

山。 …… (急に 調子 を 変へ て) ねえ、 あなた、 ほん 

とに 無理な こと はしないで 頂戴ね。 あたし、 なんだ 

か 怖くな つたわ。 

並木 …… 。 

並木の 妻 あなたが、 ぁゝ いふお 友達にまで、 そん 

な ことの 為め に、 肩身の 狭い 思 ひ をな さり やしない 

かと 思 ふと、 あたし、 ぢっ として ゐられ ない わ。 

並木 だから、 何も 云 ひ 出し やしないよ、 そんな こ 

と は …… 。 た V、 向う が …… 。 

並木の 妻 え、、 それ はわ かってる わ。 だから、 そ 



んな 時、 きっぱりと、 断 はって 頂戴 …… 。 気 を 悪く 

させない やうに ね。 (間) もう、 これから、 何が 欲し 

いなんて 決して 云 はない わ。 

並木 それと これと は 話が 違 ふよ。 都合が つけば 

い、 ぢ やない か。 

並木の 妻 い、 え、 だから、 お 友達と だけ は、 綺麗 

なおつ き 合 ひ をして 頂戴ね。 どんな 場合で も 卑下 を 

しないで すむ やうな …… 。 

並木 お前 はそんな こと 心配し ないだ つてい、 よ。 

並木の 妻 い、 え、 心配よ、 あたし …… 。 ほんと に、 

今迄、 気がつかなかった の、 そのこと だけ は …… 。 



並木 …… 。 

並木の 妻 あなた も、 何時までも ぶらぶら してない 

で、 早く 仕事 をして 頂戴ね。 今度、 お金が は ひって 

も、 一重 帯なん か 買 はないで、 少しで も 貯金し ませ 

うね。 

並木 可笑しい ぜ、 急に そんな こと 云 ひ 出したり な 

ん かして …… 。 

並木の 妻 (涙ぐんで) さうよ、 きっと、 何 かわけ 

が あるんだ わ …… 。 だって、 だって、 あなた は、 だ 

ん だんい、 お 友達が 減って くぢ やない の …… 。 (急 

に 夫の 胸に 顔 を 埋めて 泣く) 
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